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進化教育学のすすめ
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1． 伝統的な教育研究の問題点

　教育研究におい ては ，
「子 ども（学習者）の 学習」

の研究が不可欠で ある。もちろん，学校で の 理科教

育や科学教育 の 研究も例外でない
。 さらに，これ ら

の研究が理科教育や科学教育の 改善を 目的と して

行われるの で あれば，改善されるべ き「理科」や 「科

学」 の 授業における 「子 どもの 学習」やその 「指導」

の
‘
p a ’

を前以て 明らかに し た上で ，

そ の
‘

巒
’

の 追究 へ と進む の が ，
「研究

の本筋」 で あろう。

　 とこ ろが，理科教育や科学教育の伝統的な研究

は，こ の 「研究の 本筋」か ら逸脱 して い る。た とえ

ば，学校で の 理科授業に お ける 「子 どもの学習」の

‘

軈
’

として ，
「探究的 ・発見的学習」

の研究が昔か ら盛ん に行われて きて ，今で は膨大

な研究デー
タが蓄積されてい る。 こ れに比べ れ ば，

学校で の 理科授業の現実，つ ま り，そ の
‘

｛あクの ま

9Q ＃
’

につ い ての 信頼で きる研究デー
タは ， ほ

とんど皆無で あると言 っ て よい。

　伝統的な理科教育の研究に見られ る こ の よ うな

「研究の本筋」か らの 逸脱1よ 大きい 危険性をはら

ん で い る。た とえて言えば ウサギの 「食性」 に つ

い て の デー
タが ま っ た くなけれ ば， 次の よ うな

‘
勧 》プた識 ダ で も，それな りに筋が通っ て い

るからである。

　頭礪 きを良 ぐナ6 ため 〜ごは 良贊の タ ン ノ 荘ク

貿の輙 が必要 不歌 冠ある。
ペ ソ みしτの クナ

ギ7t．かわ〃、い 捌 7eの シ ェ パ ー冷の よラに〆孀 ∫

艮 ぐな 〃bよ っ て シ ＝ ノ “一み並みの頭 り良〃 、ペ ソ

fi　8 　L でクテギを育てた の の なら， 罠卸 クタ 〃 f

ク源 とし τ の脅や幻を） クナギ に倉べ さぜ るべ き

であ6。

　もちろん，伝統的な理科教育の 研究を，上例の よ

うな
噺

筋 拐 を講
”

と同
一視するつ もりはまっ

た くない。しか しながら，その研究の成果が，学校

で の 理科授業の 改善にほ とん ど生か され て きて い

ない の は事実であろ う。 おそ らく， そ の 最大の 理由

は，伝統的な研究の成果 として 示 される理科授業

の 鑞
’

が，学校で の 理科授業の 現実 ，
つ

ま り， そ の
‘W W ’

か ら，あま りに もか

け離れて い て い るか らで ある。

2．私たちが選んだ道

　現場教師を中心 とする私たちの グル
ープに とっ

て ，学校で の理科授業の 現状を速やかに改善する

こ とは，まさに差 し迫 っ た切実な問題 で ある。 しか

しなが ら，最初に述べ た よ うな形で の 「研究の本

筋」に沿っ て 理科教育の研究を行い ，そ の研究成果

を踏まえて ， 理科授業の 改善を図 るとい うよ うな

こ とは，私たちにで きるこ とで はない 。

　そ こ で私たちが選んだ道は，次々 とノ
ーベ ル 賞

受賞者を輩出する など，そ れ な りの成果を上げ て

い ると誰もが認める大学・大学院で の 科学の 専門

教育の現実，つ ま り，その
t

｛あクの ままの 　
’
をモ

デル にして ，学校で の 理科授業にお ける「子 どもの

学習」やその 「指導」の速やかな改善を図る試みで

あっ た 。 以下にその 概要を，「日本理科教育学会第

63 回全国大会」論文集（2013， p ．109＞か らの引用

で 示 して お こ う。

　私たちの グル
ープは，新 しい 世紀を迎えた西暦

2000 年から，理科教育の パ ラダイ ム 転換を目指し

て，新 しい授業モデル の開発に着手 した。そ の際に

着目したの が，「科学教育」の原型ない しは典型 と

も見なすこ とが で きる大学・大学院で の 科学の専

門教育であっ た。私たちはそれを，
‘
鸚

iごよる獰
｝

π　　
’
　　　　

”
と，巒 さ

れた 　
tU
’
　 嚇 ごよる　 、襯 攤 勿

”

の組み合わせ と して 捉 えて ，2003年に は 理科授業

の た めの新しい授業モ デル
ー 「知識伝達・事例化

モデル 」　　 を提案した
1）

。
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　以後， これ まで 10年余りの 間 ，小学校を中心に ，

中学校にお い て も続けられてきた こ の 「知識伝達・

事例化モ デル 」に よる授業実践は ， 次の よ うな可能

性を強く示唆するもの であっ た。

　（z） 盈 は 纏 ぎ・塗
4

の
当

、　 をフ懈 韵

壇

　θ ぞ溜 試 履 ・塗
」
iカの嬬 な改

s w
　θ そ〜τは 翻 珍 7ご ら広 ぐ潮

璽

　特に こ の   ま，
「知識伝達・事例化 モ デル」が提

案された当初にお い て，すでに予想されたこ とで

あっ た。しか し，それを実現する ために は ，「知識

伝達 ・事例化 モ デル 」 における　
‘

縛辮 の 碓

鑾
”
を，

“
一

”
と

して捉え直す必要がある。こ の捉え直 しによっ て，
「知請紜 達・事例化モ デル」 を，教科の 枠を超え，

さらに学校種の 違い も超えて ，幼稚園か ら大学・

大学院までの 学校教育全体を通 じて
一

貫して適用

できるよ うに変換 したもの が，2011年に提案され

た 「文化継承・活用モ デル 」 で ある
2）
。

3．ヒ トの文化的進化と幼年期科学教育

　同論文集（2013，p ．109）で は，上 の 引用文 に続け

て，「文化継承・活用モデル」 を幼稚園教育も含め

て の学校教育の基本モ デル と して採用 した場合，

それ を踏まえて の 幼年期科学教育の 研究をどの よ

うに進 め て い くか の 基本構想 が示 され て い る、

2013 の 秋か らは，こ の 基本構想に基づ い て，幼稚

園で の幼年期科学教 育の実践研究をス タートさせ

た 。 そ して ，
こ の 実践研究の 過程にお い て ，

ヒ トの

文化的進化にっ い て の最近の研究成果を取り入れ

た 「進化教育学」 の 重要性が 浮かび上がっ てきた

の である。

　教育研究との 関連で ，ヒ トの進化に つ い て の 最

近 の 研究によっ て明 らかになっ た こ との 1 つ は，

他の 高等動物とは違 っ て ヒ トの場合，遺伝子に よ

る変化と して の 「遺伝的進化」 と，学習に よる変化

として の 「文化的進化」 とが，互 い に不可分に結び

つ い てい る こ とである。しか も，こ の 不可分な結び

つ きをもた らした の は，ヒ トがその 進化の 過程で

で きるよ うになっ た 3 つ の 活動一一
つ まり，「言葉

を使う」
・「教える」

・「真似る」 の 3活動一一で あ

る とする点にお い て ， 多くの 研究者の 見方は
一致

して い る
3）・4）。

　こ こ で重要なの は ， 他の 動物がで きるの と同 じ

ように
“
ど ハらできる学 　

”
と，他の動物にはで

きない けれ ども 悟 みだ励 ごできる　　
”

との 区

別で ある。試行錯誤的な 「探索」 と 「発見」 の組

み合 わせ に よる学習 は前者で あ り ，
「言葉を使

う」
・「教える」

・「真似る」 の 3活動の組み合わせ

による学習は後者で ある。

　 ヒ トの 進化につ い て の最近 の 研究がもた らした

この 区別 を踏まえて言えば 「遊び」を通 して の 試

行錯誤的な 「探索」 と 「発見」による学習だけを

重視する伝統的な幼児教育は，幼い 子 どもを
噺

宏

Aと L て っ でV　）／Xb 　，
”

とまでは言わない に して

も， 幼 い 子 どもの
‘IL；．12 −uJcSlfilZel2：12｛tt：：IE　leb

に生かしでいない
”

こ とは確かで ある。

　2013の秋か ら，「文化継承
・
活用 モ デル」の 適用

に よっ て ス タ
ー トした幼稚園での 幼年期科学教育

の実践研究で は，「言葉を使う」
・「教える」

・「真似

る」の 3活動 の 組み合わせによる 「子 どもの 学習」

を，明示的に教育実践の基本構想に組み入れて，そ

の
‘r w ’

を研究する こ とにした 。 こ

の 研 究はまだ始ま っ たばか りで あるが
， 教師に よ

る適切な指導 ・援助があれば 4−5歳の幼稚園児で

も，伝統的に小学校 レ ベ ル の もの とされ てきて い

る学習課題 の か な りな部分を，科学的に適切な形

で 楽しみなが ら処理 で きるの で はない か，とい う

見通 しが得られた 。

　 こ うして，ヒ トの進化につ い て研究成果を取 り

入れ た実践研究が，幼年期科学教育が秘めた豊か

な教育的可能性を垣 間見せ て くれた こ とが，「進化

教育学」を ，幼稚園教育も含めて の 学校教育関係者

に広くお勧めする重要な動機となっ て い る。
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